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 機械器具 51 医療用嘴管及び体液誘導管 

管理医療機器 エアロゾル注入チューブ 32202000 

（機械器具 05 麻酔器並びに麻酔器用呼吸嚢及びガス吸収かん  管理 単回使用麻酔用呼吸回路 37704000） 

（機械器具 06 呼吸補助器 管理 単回使用人工呼吸器呼吸回路 37706000） 

ディスポ蛇管 

再使用禁止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*【形状・構造及び原理等】 

1. 形状 

 

 

 

 

 

患者 流量抵抗 コンプライアンス 

限界値 

(cmH2O/L/min/m) 

流量 

(L/min) 

限界値 

(mL/cmH2O/m) 

圧力 

(cmH2O) 

成人 ≦0.03 30 ≦0.8 60±3 

小児 ≦0.06 15 ≦0.7 60±3 

※新生児適用外 

 

2. 原理 

本品の一方を人工呼吸器又は麻酔器の吸気接続口に接

続し、他方をフェースマスクに接続する。人工呼吸器

等の機器からのガス、患者からのガスが本品の中を通

過する。 

ネブライザー等のエアロゾル発生器とマスクを接続す

ることで患者にエアロゾルを供給する。 

 

【使用目的又は効果】 

人工呼吸器又は麻酔器から患者への空気又は酸素を含む

ガスの送入に用いる。また、ネブライザー等のエアロゾ

ル発生器と接続してエアロゾルの注入に用いる。 

【使用方法等】 

1. 使用方法 

1) 包装から本品を取り出し、必要な長さを取って、節

（約 15cm ごと）の部分で切断する。 

2) 人工呼吸器、麻酔器及びネブライザー等と接続し、

呼吸用回路の部品として使用する。又はネブライザ

ー、マスク等を接続し、患者へのエアロゾルの供給

に使用する。 

3) 本品を含むすべての構成部品が正しく組み立てられ、

また、接続部が確実に接続され、閉塞やリーク等が

生じていないことを確認する。 

 

2. 使用方法に関連する使用上の注意 

1） 気管内チューブ、気管切開チューブと接続する場合、

T 型コネクタ等、患者呼気の排出できるコネクタを

使用すること［呼気が排出できず、肺又は気道損傷

のおそれがある］。 

2） ネブライザー等と併用する場合、貯留した回路内の

水をウォータートラップ等にて回収し、患者等に水

が触れないようにすること［細菌感染のおそれがあ

る］。 

 

3. 組み合わせて使用する医療機器 

本品は、JIS T 7201-2-1 又は ISO 5356-1 規格基準に

準拠したコネクタを持つ製品と接続して使用する。 

 

*【使用上の注意】 

1. 重要な基本的注意 

1) 使用中は患者の状態に十分に注意を払い、本品に無

理な力が加わらないようにし、回路に異常が認めら

れた場合は、直ちに回路を交換すること。 

2) 使用時の温度範囲：-18℃～50℃を厳守すること。 

3) 推奨最高使用圧力は以下のとおり。 

患者 推奨最高使用圧力 

成人 60±3cmH2O 

小児 60±3cmH2O 

 

2. 相互作用 

併用禁忌（併用しないこと） 

医療機器の名

称等 
臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

ネブライザー 

又は 

加温加湿器 

人工鼻・フィルター

が目詰まりを起こす

可能性がある。 

患 者 が呼 吸困 難

と な るお それ が

ある。 

 

3. 有害事象 

類似機器の有害事象 

ジャクソンリース小児用麻酔回路の内管が小児用気管

切開チューブ内径にはまり込んだことによる呼気回路

の閉塞［呼気不能になる］。 

 

【禁忌・禁止】 

〈使用方法〉 

1. 再使用禁止［再使用による機能低下及び交差感

染のおそれがあるため］。 

2. 火気のある場所及び発火のおそれがあるものの

近くでは酸素を使用しないこと［爆発や火災発

生のおそれがある］。 

3. 可燃性の麻酔ガスの存在下では使用しないこと

［火災発生のおそれがある］。 

4. コネクタ内側に内筒がある機器と接続して使用

しないこと［有害事象の項参照］。 

〈併用医療機器〉 

人工鼻・フィルターを接続する場合は、ネブライ

ザー又は加温加湿器を併用しないこと［相互作用

の項参照］。 

代表的写真 

【警告】 

〈使用方法〉 

使用前に、回路の接続に誤りがないか、各接続部が

気密かつ確実で、接続部等にガス漏れがないかを確

認する［適切な麻酔・呼吸管理ができないおそれが

ある］。 
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4. その他の注意 

1) 本品に損傷又は異常がある場合には使用しないこと。 

2) 高圧蒸気滅菌は行わないこと［変形又は破損するお

それがある］。 

3) EOG 滅菌は行わないこと［本品に有毒ガスが貯留す

るおそれがある］。 

4) フェノール又はホルマリン系消毒剤は使用しないこ

と［変形又は破損するおそれがある］。 

5) 使用後は適切な方法により廃棄すること。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

有効期間：3 年［自己認証(当社データ)による］ 

 

【保守・点検に係る事項】 

使用前に本品に損傷又は異常がないか点検すること。 

 

**【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

 

製造販売業者： 

TEL 0725-53-5546 

 

製造業者：ゲールメッド社  中華人民共和国 

GaleMed (Xiamen) Co., Ltd. 


